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青少年奉仕委員会担当例会
市長卓話
観桜会（移動例会・夜間）
法廷休会
法廷休会
地区研修協議会報告
都市連合会（羽幌）
国際奉仕委員会担当例会
本年度活動報告

総 会 員 数
欠 席 者 数

出 席 率
前回ﾒメーキャップ
前回修正出席率

　　　　　　　 　１０名　石川,井上,遠藤,寺島,
　　　平瀬,宮岸,宮澤,児島,樋口,武田各会員

１名　宮澤幹事

　４月　７日(火）
　４月１４日(火）
　４月２１日(火）
　４月２８日(火）
　５月　５日(火）
　５月１２日(火）
　５月１７日(日）
　５月２６日(火）
　６月　２日(火）

２８名  （出席免除者１名中０名出席）
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NO3091 第 29 回例会

例 会 案 内 例会案内「４月～５月」

出 席 報 告

清水副幹事

担 当： 青 少 年 奉 仕 委 員 会

会 長 挨 拶

３月２４日例会

青 少 年 奉 仕 に つ い て

https://mypage.fukanavi.com/rotary/

前例会幹事報告

伊東由紀夫会長

ス マ イ ル Ｂ Ｏ Ｘ

ＲＩ第 2510 地区第１グループ 深川ロータリークラブ

よいことの
　ために
　　手を取りあおう

FukagawaRotaryClub

　今週の土曜日羽幌において 2510 地区第 1 グループ
の第 1 回の会長、幹事会が羽幌において行われまし
た。会議の内容は 5 月 17 日開催予定の IM の進捗状
況について、また各クラブの近況について、それから
今後のスケジュールについてということになっており
ます。IM の参加は全員参加ということになっており
まして、次週から登録超 1 万円とガバナ補佐謝金とし
て千円、合計 1 万 1000 円を集めることになるとなっ
ておりますので、よろしくお願いしたいと思います。

■ザ・ロータリアン誌英語版の送付
■ＲＹＬＡセミナーの案内
■赤平ＲＣよりロータアクト 50 周年式典の案内
■国際ロータリーゴルフ選手権の案内

　2026-27 年度の会長エレクト研修セミナーに参加
した報告です。事前に必要な e ラーニングを受講す
るためロータリーのアカウントを作成しようとした
ところ、「以前に作っていたようで 2 重登録になって
しまって」ログインできない状況となり、アメリカ
本部への削除依頼メールが必要になるなど対応に追
われました。最終的には閲覧できるようになり、無
事に会議へ参加できましたが、まだ完全に解決して
いないため、時期までに整えておきたいと感じてい
ます。 
　研修はパークホテルで 2 日間行われ、封筒いっぱ
いの資料を受け取り、「これをがっちりと把握するに
はまだまだ時間がかかりそう」と感じつつ参加しま
した。分科会では各クラブが抱える会員減少や会費、
新規会員獲得など共通の課題について意見交換し、
同じ悩みを共有していることを実感しました。 
　また、同年代で初めて幹事を務める方々や、羽幌・
留萌の次年度幹事の方と連絡先を交換し、LINE グル
ープも作成するなど、次年度に向けたつながりがで
きたことが大きな収穫でした。まだ知識不足を感じ
つつも、2 日間の研修に参加できたことを報告いた
します。

（火）

月  　　 日

木村喜芳会長エレクト卓話

清水次年度幹事卓話



■例会場 ラ・カンパーニュホテル深川
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■例会日　毎週火曜日

■姉妹クラブ　南海ＲＣ（韓国）

■第２５１０地区第１グループ

例
会
運
営
委
員
会

深
川
Ｒ
Ｃ

会
長
幹
事
エ
レ
ク
ト
研
修
セ
ミ
ナ
ー
報
告

　

３
月
７
日
・
８
日
の
２
日
間
、
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
「
会
長
・
幹
事
エ
レ
ク
ト
研

修
セ
ミ
ナ
ー
」
に
出
席
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
は
会
長
エ
レ
ク
ト
研
修
と
、
４
月

に
行
わ
れ
る
地
区
研
修
協
議
会
が
別
々
に
開
催

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
ガ
バ
ナ
ー
方

針
に
よ
り
、
両
者
を
統
合
し
、
会
長
・
幹
事
を

対
象
と
し
た
形
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
大
西
将

太
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
予
定
者
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

配
布
資
料
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
研
修
が

進
み
、
初
日
は
古
野
重
幸
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶
に

続
き
、地
区
方
針
の
説
明
が
行
わ
れ
、ガ
バ
ナ
ー

エ
レ
ク
ト
は
、
今
年
度
に
新
し
い
こ
と
を
始
め

る
の
で
は
な
く
、
歴
代
ガ
バ
ナ
ー
が
積
み
上
げ

て
き
た
取
り
組
み
を
「
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ー
に
置
か

れ
た
ボ
ー
ル
を
１
打
前
に
進
め
る
よ
う
に
」
継

続
・
発
展
さ
せ
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

重
点
推
進
事
項
と
し
て
は
以
下
の
点
が
示
さ
れ
た
。

■ 

ク
ラ
ブ
基
盤
の
強
化

•

地
区
純
増
１
５
０
名
を
目
標
と
し
た
会
員
増
強

•

女
性
会
員
の
増
加

•

新
ク
ラ
ブ
設
立
の
推
進

■ 

新
会
員
を
温
か
く
迎
え
る
ク
ラ
ブ

•

入
会
後
２
〜
３
年
で
の
退
会
を
防
ぐ
た
め
の

会
員
の
フ
ォ
ロ
ー
強
化

•

事
務
手
続
き
の
簡
素
化
に
よ
る
ク
ラ
ブ
運
営

　

負
担
の
軽
減

■ 

奉
仕
活
動
と
公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上

•

地
域
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
新
規
奉
仕
活
動
の
模
索

•

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
よ
る
広
報
強
化

•

地
区
補
助
金
を
活
用
し
た
地
域
貢
献
プ
ロ　

　

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

■ 

会
員
研
修
の
充
実

•

新
入
会
員
研
修
会
の
実
施

•

Ｍ
ｙ 

Ｒ
ｏ
ｔ
ａ
ｒ
ｙ 

登
録
促
進
と
ラ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
活
用

•

会
長
は
事
前
に
３
４
０
項
目
の
基
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
視
聴
す
る
必

要
が
あ
り
、
私
も
受
講
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
区
運
営
方
針
と
し
て
「
タ
イ
ム
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
」
が
掲
げ
ら
れ
、
短
時

間
で
効
率
的
な
運
営
を
目
指
す
こ
と
が
強
調
さ

れ
、
こ
れ
に
伴
い
、
会
長
・
幹
事
は
ク
ラ
ブ
に

戻
っ
て
、
財
団
・
米
山
な
ど
各
委
員
長
へ
研
修

内
容
を
説
明
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

● 

分
科
会
で
の
議
論
と
各
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み

　

初
日
の
午
後
に
は
分
科
会
が
行
わ
れ
、
大
西

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務

め
、
参
加
者
は
羽
幌
、
留
萌
、
岩
内
、
倶
知
安
、

小
樽
、
南
蘭
越
、
余
市
の
会
長
予
定
者
で
、
以

下
の
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
．
ク
ラ
ブ
の
現
状
分
析
と
必
要
な
取
り
組
み

２
．
会
長
年
度
に
大
切
に
し
た
い
こ
と

３
．
会
長
と
し
て
の
不
安
や
疑
問

４
．
１
年
間
で
予
定
し
て
い
る
活
動
内
容

● 

小
樽
ク
ラ
ブ

•

新
会
員
へ
の
「
気
配
り
・
目
配
り
・
心
配
り
」

を
重
視

•

入
会
年
数
の
浅
い
会
員
を
丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー

し
退
会
防
止
に
つ
な
げ
る

● 

留
萌
ク
ラ
ブ

•

「
例
会
に
参
加
し
て
良
か
っ
た
」
と
思
え
る

　

内
容
の
充
実
を
最
優
先

•

単
な
る
人
数
増
強
よ
り
会
員
満
足
度
を
重
視

● 

蘭
越
ク
ラ
ブ

•

退
会
者
に
卓
話
を
依
頼
し
、
退
会
理
由
や
ク

ラ
ブ
の
課
題
を
共
有

•

改
善
策
を
共
に
考
え
、
再
入
会
に
つ
な
げ
る

　

取
り
組
み

岩
内
で
は

•

青
少
年
奉
仕
と
し
て
尻
別
川
清
掃
、
絵
本
制

　

作
、
漢
字
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
を
継
続

● 

小
樽
ク
ラ
ブ

•

創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
、
会
員
１
０
０
名

を
目
標
に
増
強
委
員
が
対
象
者
に
個
別
訪
問

•

季
節
感
の
あ
る
例
会
食
（
例
：
夏
の
う
な
重
）

　

で
出
席
率
向
上
（
９
割
に
達
し
た
例
も
）

● 

余
市
ク
ラ
ブ

•

ワ
イ
ナ
リ
ー
見
学
を
企
画

•

ワ
イ
ナ
リ
ー
関
係
者
へ
の
入
会
働
き
か
け

● 

そ
の
他
の
取
り
組
み

•

退
職
に
伴
う
退
会
を
防
ぐ
た
め
「
準
会
員
制

度
」
を
導
入
し
会
費
を
半
額
に
す
る

•

物
価
高
・
会
員
減
少
に
よ
り
予
算
縮
小
が
進

む
中
、
例
会
回
数
を
減
ら
し
て
会
費
ア
ッ
プ
を

抑
制

•

若
い
会
員
は
夜
間
例
会
の
方
が
参
加
し
や
す

い
と
い
う
傾
向
も
共
有
さ
れ
た

　

分
科
会
で
は
多
様
な
意
見
や
工
夫
が
語
ら

れ
、
私
自
身
も
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
。

■ 

２
日
目
の
研
修
と
交
流

２
日
目
は
財
団
・
米
山
奨
学
会
の
研
修
が
行
わ

れ
、
米
山
奨
学
事
業
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
嵯

峨
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
研
修
後
に
は
、
大
西
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
か

ら
ウ
イ
ス
キ
ー
を
い
た
だ
き
懇
親
を
深
め
、
終

了
後
は
清
水
幹
事
の
招
待
で
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
で
野
球
観
戦
を
楽
し
む
な
ど
、
充
実
し
た

２
日
間
と
な
っ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
会
長
・
幹
事
と
し
て
の
役

割
を
再
確
認
し
、
他
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
や
課

題
を
共
有
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

得
ら
れ
た
学
び
や
刺
激
を
今
後
の
ク
ラ
ブ
運

営
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

詳
細
は
５
月
２
日
の
卓
話
で
改
め
て
報
告
す

る
予
定
で
す
。

木村喜芳会長エレクト卓話


